
・自分たちの命を守
るために、これから
の対策について考え
ようと思った。

・災害時に備えて、
防災リュックを準備し
ておきたいと思った。

令和7年

7月2日掲載

FUKUSH IMA
■ KITAKATA
■ KITASHIOBARA
■NISHIAIZU
■ BANDAI
■ INAWASHIRO

～つなぐ～
喜多方市では古代文字（漢字）を活かした
まちづくりを行っており、『繫』は喜多方
建設事務所を表した古代文字で、地域との
繫がりを大切にし、地域の想いを形にする
姿をイメージしたものです。

１ 実施日時
令和７年６月２４日(火) 13:45～15:25

２ 受講者
喜多方市立第一中学校 1年生 81名

３ 実施協力
喜多方市市民部危機管理課

今回の出前講座では、中学校のそばを流れる田付川

で過去に発生した災害の歴史と、その対応について、

実際の写真を見てもらい、身近な河川で起こっている

災害の怖さと対策工事がどのようなものかを知っても

らいました。

また、ハザードマップの見方を説明し、洪水時に想定

される浸水の深さや、避難場所などを確認しておくこ

との大切さを学んでもらいました。

近年、地球温暖化に伴う局地的集中豪雨など、洪水や土砂災害により、

多くの尊い命が失われています。

福島県では、「 集中豪雨から命を守るプロジェクト事業 」として、

地域が連携した減災体制の構築や、地域住民の防災意識の向上のため

「 防災出前講座 」等を実施しています。

Ｖｏｌ．1

田付川で過去に発生した災害及び災害
を踏まえた対応について説明する様子

喜多方市市民部危機管理課からハザードマップの
見方について説明する様子

講義を受けた中学生の感想


